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カラバフ
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カラバフ―
“咲いている庭”

ダスキラリーオグリー

アグジャケンド村にの結婚式のお祝い（ケルバジャル）
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18世紀以来歴史地理学で

は“カラバフ”という地名が

知られるようになった。8世

紀のコーカサスアルバニアの

歴史家であるモイセーイ・カ

ランカツースキンは自分の“

アルバニア人の歴史”という

本では以前からこの拡大な地

方が“アラン”と呼ばれたと

言及している。初めて“カラ

バフ”地名は非常に有名な

『集史』歴史書の著者で

あるラシッド・アドーディン

というイルハン朝のワズィ

ールでとの文通で会っている

カラバフ地方は唯一の民俗学地域として太古に成り立った。このプロセスの初
期段階は上部旧石器時代に根ざしている（32-12千年前）。その時以来地方住
民の物的文化、及び、社会的、精神的、心理的な風貌と歴史の発展の形成が始
まった。同時にこの地方の先住民の特殊性が固定した共通のアゼルバイジャン
の歴史と文化、民谷学とイデオロギー、経済的・社会生活の範囲内で現れるよ
うになった。

民族誌の場面

カラバフ
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テルテル川、ケルベジェル
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（ラシッド・アドーディン。

文通。翻訳はファリナによっ

て。モスクワ。1971年。231

、244、270ページ）。テュル

ク語では“カラバフ”は“咲

いている大きくて拡大な庭”

の意味を持っている。

アゼルバイジャンの歴

史・民俗学地方のカラバフは

アラスとクラ二河川間の拡大

な土地に位置して、西ではゲ

イチャ湖（セワン）に沿って

領土、東ではカスピ海までの

領土を含めている。正にカラ

バフには最初で旧ソ連の地域

では今まで唯一の、アゼルバ

イジャンの領土に350万千年

前に住んでいた原始人の（ネ

アンデルタール人の）骨の残

物の見つけ物が発見された。

カラバフはたいてい全コーカ

サスと近東を含む分布圏であ

るクラ・アラス考古学文化の

（4－3世紀紀元前）中心部と

なるのは偶然ではない

（グセイノフ、『アゼル

バイジャンの古代旧石器時

代』、バクー、1985年；カシ

モヴァ、『アズィーフ洞窟』

、バクー、1990年）。

11つの気候滞の中で3つが

カラバフには指摘していま

す。地方は多種の植物誌と動

物誌、天然資源に恵まれてい

る。よほど前からカラバフは

多角経営の定住農業文化、放

牧牧畜業者、手工業と商品、

都市、自分の熟練者の技術、

詩人と伝承の語り手、英雄と

叙事詩の作品で有名である。

地方は最初にカフカス・アル

バニア王国とシルワン国家

羊石碑、ギョヤルジク村(中世）

カラバフ
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の、後でカラバフ・ハン国、

そしてすでにロシア帝国の中

にとエリザベトポール県とト

ビリシ県の中に最も豊富な群

の一つだった。そのままにカ

ラバフは自分の特性で抜きん

出て、1918-1920年代の独立

アゼルバイジャン民主共和国

と現在のアゼルバイジャン共

和国の奪うことのできない部

分になった。

4世紀紀元前からアゼルバ

イジャンの領土に存在したカ

フカス・アルバニア王国は現

在の北アゼルバイジャン、北

に古代デルベントから南にア

ラス川まで、東にカスピ海か

ら西にゲイチャ湖までの地域

を含む11つの歴史的な州から

なっていた。この拡大な王国

の著しい部分はパイタカラン

（カスピアナ）、ウチ、ガー

ドマン、アルサーフ、シュニ

ック（ザンガズール）、サカ

セナという州を含むカラバフ

から成っていた（『アゼルバ

イジャンの歴史地図』、バク

ー、1994年）。

5世紀からアルバニア王国

の首都パルターフ（バルダ）

はカラバフにおいて位置して

いた。ここではアルバニアの

使徒・自主独立教会の主張で

ある大僧正が官邸を持ってい

た。

その時からカラバフはア

アスケラン要塞、アスケラン地区(18世紀)
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シュシャに繋がるエディドラマ(7旋回)路道

カラバフ
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ルバニア（アゼルバイジャ

ン）文化の集約的な発達のゾ

ーンになった。それ故にそれ

以来カラバフ歴史・民俗地方

はアゼルバイジャンに人気あ

るのみならず、全コーカサス

とそれ以外でも非常に有名に

なった。その結果は、カラバ

フ地方の発達の特性が地元の

国々の大事な部分となるのに

促進した。そういうことはコ

ーカサス・アルバニア王国の

時代に（13-14世紀）だけで

はなく、コーカサス、中央ア

ジアと小アジアの歴史に大き

い役割を演じたイルハン朝の

時代にも残り続けた。アゼル

バイジャンのサファヴィー朝

の時代では（16-17世紀）王

国は4つの“ベイレーベイ”

という州に分かれ、カラバフ

はその一つになった。サファ

ヴィー朝の時にカラバフの中

心にギャンジャとなり、ベイ

レーベイ地の自身はクラ川と

アラス川の間にある拡大な空

間を取り囲んだ（ラフマニ

ー、『16世紀後半―17世紀前

半においてのアゼルバイジャ

ン』、バクー、1988年、88ペ

ージ）。その中に有名なアゼ

ルバイジャンの都市と管区が

入っていいた。すなわち、バ

ルダ、アクスタファー、バー

グシャート、アラズバール、

ジャワンシール、ギャンジャ

等。

18世紀後半―19世紀前半

同地方は首都がシュシャであ

るカラバフハン国の中に、ま

たは首都がギャンジャである

ギャンジャハン国の中に入っ

た。アゼルバイジャンの20つ

ハン国の中で最も拡大で強大

であった6つは全国を奪うた

めにずっと戦争をしていた。

カラバフ歴史的地方はア

ゼルバイジャン標準語と人民

音楽芸術の形成に大切な役

割を演じた。ここは文化の優

れた活動家の多く出身地であ

り、具体的にというと詩人や

思想家であるワギフ、ビダデ

ィーとナタワン；作家と教化

者のガサンーベー・ザキール

とアブドラギーム・アフベー

ディエフ、フィルディンーベ

ー・コチャーリとスレイマ

ン・サニ・アフンドフ；アゼ

ルバイジャンオペラやらミュ

ージカルコメディーやら交響

楽の創始者であるウゼイル・

べー・ガジベイリと彼の弟、

優れた政治家、社会評論家や

新聞社であるジェイフーン・

ガジベイリ；ハネンデ（歌

手）のハン・シュシンスキと

セイド・シュシンスキ；最初

のオペラ歌手のビュリービュ

リと軽演劇歌手のラシッド・

ベーブトだ。　

アゼルバイジャン人の国

民精神、民俗学、次代を担う

人達の養育の形成と発達に強

い影響を与えたのは“メジリ

ーシ・イ・ウンス”と“メジ

リーシ・イ・ファラムーシ”

というカラバフの文学学校で

ある。全世界で人気を得たの

はカラバフの競走馬やら建策

術・芸術・じゅうたん学校と

いうことだ。現在まで残った

のはアラス川におけるフダフ

ェリン橋、バルダとシュシャ

の宮殿とモスクである。カラ

バフはいつも自分の園芸と養

蚕業、ブドウ栽培と綿栽培、

牧羊と瓜栽培で世界的に名高

かった。

カラバフとその住民と歴

史について地元と外国の著者

の大多数の証明書がある。そ

の中でいくつかを示せば足り

ます：“カラバフーナネ”と

いうのはミルザ・アヂゲザル

ベー、ミルザ・ジャマル・ジ

ャワンシール・ガラバギ、ア

フメドベー・ジャワンシール

によって書かれた歴史的な物

語、別に19世紀半ばにカラバ

フを訪れて、地元のハンに会

ったフランスの偉大な作家ア

レクサンドル・デュマ・ペー

ル、または同様に有名なフラ

ンス人であるエリゼ・レキリ

ュー、ロシア人のコーカサス

学者であるポット、シャフロ

ヴァ、ゼリンスキー、ベリチ

コとオスマンの旅行家のエヴ

リヤ・チェレビの紀行が例と

して挙げられる。

19世紀前半においては北

アゼルバイジャンが兵力を似

て占領され、ロシア帝国の中

に入ってしまった。地元の国

々が絶滅されたというわけ。

カラバフ・ハン国の領土にカ
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ラバフ州に変更して、その後

エリザベトポール県とトビリ

シ県の中に入った。カラバフ

でキリスト教化の政策を実行

しながら、19世紀から20世紀

前半までの間にロシア帝国は

大挙してオスマン帝国とイラ

ンから多数のアルメニア人を

アゼルバイジャンに移住させ

た。結果として、19世紀の最

初の3分の1においてはここに

住んでいたアルメニア人の数

は5万2千人か人口の9.3％だ

けだったら、もう20世紀前半

においては120万人か人口の

33％に高まったということで

ある（ベルディエヴァ『ロシ

ア帝国の北アゼルバイジャ

ンにおける移民の政策：19

世紀前半―20世紀』、バク

ー、1999年、235ページ）。

これに関する情報、それ以

上、全カラバフ地方に関して

は“1823年にグルジアの総司

令官であるエロモーロフの命

令の下に編集されたカラバフ

州の描写”（トビリシ、1866

年）という公表に入ってい

る。

1917年、ロシア帝国の崩

ラレザル橋、アリグルウシャギ村(1867年)

カラバフ
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壊後ほとんど全カラバフはア

ゼルバイジャン民主共和国の

中に入ったけれども、その西

部はグルジア共和国（ガルド

マン地方）とアララト共和国

（ザンゲズール地方）の治世

に入ることになった。現在で

もこのまま残っている。

カラバフは異常に豊富な

地方である。何世紀を通じて

この地方はその園芸やら綿栽

培やらブドウ栽培やら養蚕業

やら牧畜業やら農業でした。

カラバフ地方はアゼルバイジ

ャンの他の歴史的な地方とそ

の壮大な自然の美しさ、多様

な動植物、天然資源で相違し

ている。ここは様々な人民芸

術が発展の最高レベルに達し

ている地方の一つだった。カ

ラバフ歴史的地方はアゼルバ

イジャン標準語と人民音楽芸

術の形成に大切な役割を演じ

た。ここは文化の優れた活動

家の多く出身地であり、具体

的にというと詩人や思想家で

あるワギフ、ビダディーとナ

タワン；作家と教化者のガサ

ンーベー・ザキールとアブド

ラギーム・アフベーディエ

フ、フィルディンーベー・コ

チャーリとスレイマン・サ

ニ・アフンドフ；アゼルバイ

ジャンオペラやらミュージカ

ルコメディーやら交響楽の創

始者であるウゼイル・べー・

ガジベイリと彼の弟、優れた

政治家、社会評論家や新聞社

であるジェイフーン・ガジベ

イリ；ハネンデ（歌手）のハ

ン・シュシンスキとセイド・

シュシンスキ；最初のオペラ

歌手のビュリービュリと軽演

劇歌手のラシッド・ベーブト

フ等。注目に値するのはカラ

バフが旧ソ連の地域に最初で

今まで唯一の原始人の骨の残

物の見つけ物が発見されたと

ころであるということだ。こ

れらの骨は、350万年前にア

ゼルバイジャン領土に住んで

いた古代の人間に属してい

る。

アルメニアが占領したア
ゼルバイジャンの地域及び占領日


